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法 律 相 談
□ 区役所1 階区民相談室
相談日は、毎週月・木曜日、午
後1時～4時

□ 第二庁舎会巌室
相談日は、毎月第三水曜日、午
後1時～4時
※ ともに予約制( 電話予約可能)

べ月2回( 5日、20日) 発行》

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
( 仮称)

建
設

基
本
構
想
ま
と
ま
る

女性

フ
ェ
ス
テ

ィ

バ
ル

85
あ
だ
ち

スタッフ

募 集

女
性
の
生
涯
学
習
の
褥

ふ
れ
あ
い
と
連
帯
に
よ
る
活
動
の
拠
点
な
ら
び
に
婦
人
問

題
解
決
の
場
と
し
て
の
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

構
想
は
、
婦
人
対
策
連
絡
協
議
会
の
「
婦
人
会
館
建
設
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
」
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
多
く
の
女
性
の
意
兒
な
ど
を
参
考
に

し
て
、
集
約
し
作
成
し
ま
し
た
。

名

称

当
初
は
。女
性
の
ひ
ろ
ぱ
あ
る

い
は
、
婦
人
の
活
動
の
拠
点
と
し

て
の
婦
人
会
館
を
建
設
す
る
計
圃

で
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
一
層
充

実
し
、
発
展
し
た
も
の
に
す
る
た

め
婦
人
問
題
に
関
す
る
総
合
調
整

を
含
め
た
婦
人
行
政
機
能
、
情
報

資
料
セ
ン
タ
ー
機
能
を
統
合
し
た

総
合
施
設
と
し
て
名
称
を
「
足
立

区
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る

こ
と
が
適
当
と
思
わ
れ
ま
す
。

運

営

女
性
の
英
知
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

結
集
し
、
創
造
性
ゆ
た
か
な
婦
人

総
合
セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
に

は
、
女
性
自
ら
が
、
運
営
に
主
体

的
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
声
を
反

映
す
る
た
め
、
利
用
者
の
中
か
ら

委
貝
を
選
出
し
て
も
ら
い
、
仮
称

「
婦
人
対
策
推
進
協
議
会
」
を
設

置
し
庄
民
と
行
政
の
共
同
運
営
に

よ
る
開
か
れ
た
婦
人
総
合
セ
ン
タ

ー
と
し
ま
す
。

事

業

□
「
婦
人
行
政
総
合
調
整
機
関
」

と
し
て

▽
婦
人
対
策
行
政

▽
女
性
人

材
銀
行
事
業

▽
団
体
等
の
育

成
指
導
事
業

▽
相
談
事
業
な

ど
□
「
交
流
と
活
動
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て

▽
婦
人
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
援
助
事
業

▽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
育
成
事
業

▽
交

流
事
業

▽
健
康
・
体
力
づ
く

り
事
業

▽
託
児
事
業

▽
余

暇
開
発
援
護
事
業

▽
サ
ー
ク

ル
活
動
援
護
事
業

▽
実
習
事

業

▽
施
設
・
設
備
開
放
事
業

□
「
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て▽
能
力
開
発
事
業

▽
リ
ー
ダ

ー
養
威
事
業

▽
実
習
事
業
な

ど
□
「
情
報
資
料
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

▽
図
書
・
行
政
資
料
の
収
集
・

貸
出
事
業

▽
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

事
業
な
ど

併
設
さ
れ
る

施
設
の
利
用

第
二
庁
舎
跡
地
は
、
従
来
よ
り

梅
田
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
予
定

し
て
い
ま
し
た

。
し
か
し

、
婦
人

会
館
は
全
区
的
施
設
で
あ
り
。
交

通
の
便
の
良
い
と
こ
ろ
に
建
設
す

る
よ
う
に
と
の
、
区
議
会
の
決
議

や
女
性
の
要
望
に
よ
り

、
第
二
庁

舎
跡
地
に
婦
人
会
館
を
建
設
す
る

こ
と
と
し
、
併
せ
て
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
社
会
教
育
館
・

体
育
館
、
そ
れ
に
消
費
者
セ
ン
タ

ー
並
び
に
出
張
所
も
建
設
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た

。

さ
ら
に
、
財
政
効
率
の
う
え
か

ら
、
各
施
設
を
共
用
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。
そ
の
た

め
、
単
独
館
で
は
醇
ら
れ
な
か
っ

た
体
育
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
等
を

含
む
5
千
鰤
平
方
㍍
(
足
立
区
从

本
計
画
で
は
、
婦
人
会
館
は
2
千
5
0
0

平
方
㍍
)
の
施
設
を
す
べ
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
「
足
立
区
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

建
設
基
本
構
想
」
の
冊
子
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
諢
ま
で

采
所
さ
れ
る
か
、
郵
送
料
2
4
0円
分

の
切
手
を
同
封
の
う
え
申
し
込
み

く
だ
さ
い

。
数
耻
に
限
り
か
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
目
に

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策

(〒
1
2
1千
佳
1
-
4
j
1
8
)

今
年
一
九
ぺ
五
年
は
「
国
連
婦

人
の
卜
年
」
の
最
終
年
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、1
0月
2
7日

百
)
に
産
業
振
興
館
を
利
用
し
、

あ
だ
ち
の
女
性
の
お
祭
り
「
女
性

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
拓
あ
だ
ち
」を

計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営

を
行
い
、
祭
り
愈
萱
り
あ
げ
て
ぐ

れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

8
0年
代
は
女
性
の
時
代
と
言
わ

れ
ま
す
。
あ
だ
ち
の
女
性
が
一
堂

に
会
し
、
交
流
・
連
帯
し
、
互
い

の
友
情
を
高
め
あ
う
集
い
の
場
と

し
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
あ

な
た
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。楽

し
い
お
祭
り
に
す
る
た
め
、

多
く
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

ま
す

。

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
「ガ
キ
　

に

ヲ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
応
募
」

と
書
き
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等
に
所
属
し
て
い
れ
ば
そ
の
名

称
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
限
　
6

月
1
5日
(
必
笞
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策

(〒
固
千
住
1
-
4
-
1
8
)

完 成 予 想図

女性の

もてる力を
いかそう

60年度予算
質問コーナーQ

& A
テーマ: 行政改革

5
月
5
日
吁
に
引
き
続
き
、

区
の
6
0年
度
予
算
の
内
容
を
質

回
と
回
ろ
と
い
う
か
た
ち
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
行

政
改
革
に
つ
い
て
で
す
。

Q
国
や
都
で
は
、
行
政

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
区
で
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
ま
す
か
。

A
区
で
は
、5
7年
度
か

ら
継
続
的
な
事
務
事
業

の
見
直
し
制
度
を
導
入
し
て
、

行
政
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
変

化
に
対
応
し
た
行
政
体
質
を
つ

く
る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。既

に
過
去
4
年
間
で
7
2件
に

及
ぶ
事
務
事
業
を
整
理
統
合
し

て
さ
ま
し
た
。

Q
で
は
、
そ
の
事
務
亊

業
見
直
し
に
よ
る
効
果

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

A
経
費
で
み
ま
す
と
5
9

年
度
ま
で
の
3
年
間
で

1
7億
円

、6
0年
度
で
は
5
億
円
、

総
額
で
約
2
2億
円
の
経
費
が
節

減
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
貝
に
つ
い
て
は
、5
7年
度

で
最
も
多
く
5
千
7
6
7人
い
ま
し

た
が
、5
9年
度
で
は
5
千
緜
人

と
減
少
し
、
旧
人
の
人
目
剛
減

を
図
り
ま
し
た
。

Q
今
後
は
ど
の
よ
う
に

行
政
改
革
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
か
。

A
街
づ
く
り
対
策
、
老

人
福
祉
対
策
な
ど
、時

代
に
即
応
し
た
新
し
い
施
策
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
今

後
も
組
織
定
数
の
見
直
し
、
事

務
事
業
の
整
理
柵
少
や
執
行
方

法
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

A
予
算
課
V

区
内
三
公
園
を
巡
る

施
設
見
学
会

区
内
随
一
の
し
ょ
う
ぶ
の
名

所
し
ょ
う
ぷ
沼
公
園
を
は
じ

め
、
区
の
施
設
を
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
6

月
1
3・
1
4日

午
前
9

時
3
0分
～
T
浚
4
時

見
学
施
設
　
し
ょ
う
ぶ
沼
公

園
、
総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、花
畑
記
念
庭
園
、見
沼
代

親
水
公
園
、
舎
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
定
員
　
各
日
と
も
2
4名
(
多
数

の
場
台
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

气
見
学
希
望
日
、「
施
設
見

学
会
参
加
希
望
」と
明
記
の

こ
と
(
(
ガ
キ
一
枚
に
つ
き

一
名
)

申
込
期
限
　
5

月
2
5日
(
当
日

消
印
有
効
)

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
、昼

食
は
各
自
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

し申
込
・
問
合
せ
先
　
広
聴
係

(〒
圃
千
住
I
-
4
-
1
8
)

世論調査にご

協 力を

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
踟

を
区
政
に
生
か
す
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
厄
年
、「
足
立
区
政
に
関

す
る
世
論
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
調
査
を
日
本
E
D
P
(

株
)
に
委
託
し
、5
月
3
1日
か
ら

6
月
上
旬
に
か
け
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
方

に
は
、
事
前
に
(
ガ
キ
で
通
知
を

さ
し
あ
げ
た
う
え
で
、
期
間
中
、

調
査
叫
が
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
広
聴
係

北
千
住
駅
ビ
ル
で

戸
籍
の
謄
・
抄
本
な
ど
発
行
し
て
い
ま
す

北
f
庄
駅
ビ
ル
内
に
京
立
K

北
F
位
駅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

よ

を
開
設
し
ま
し
た
。

取
り
扱
う
事
務
　
足
立
区
に
本

籍
の
あ
る
方
の
戸
籍
の
謄
・

抄
本
発
行
と
戸
籍
に
関
す
る

諸
証
明
の
発
行

開
設
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
I

午
険
7
時
(
た
だ
し
、
土
曜

は
正
午
ま
で
)

※
午
後
5
時
以
降
の
受
付
分
は

翌
日
に
お
渡
し
し
ま
す
。

場
所

北
千
住
駅
ビ
ル
「W
I
Z

」
内
二
階
正
面
右
隰

※
な
お
、
昭
和
6
1年
4
月
か
ら

住
民
記
録
、
印
鑑
登
録
関
係
な

ど
の
事
務
も
取
り
扱
う
予
定
で

摩
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
区
北
千
住
駅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
I

　
Ⅲ

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

応
募
資
格
　
小
学
・
中
学
・

高
校
生

内
容
　
明
る
い
選
挙
を
お
し

す
す
め
る
こ
と
を
表
し
た

も
の

※
色
彩
は
自
由
、
大
き
さ
は
4
5

一
×
3
0
mか
ら
5
5″χ
4
0

一
以
内
。
作
品
の
う
ら
右
下

に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

性
別
を
必
ず
″‥き
入
れ
て
応

界
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
9

月
M
日

提
出
場
所
・
問
合
せ
先
　
選

挙
管
理
委
員
会

〝
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
〟

☆
あ
な
た
の
一
票
が
大
切
で
す
告示日6

月28日
投 票日7
月7 日

都
議
会
議
貝
選
挙
は
、
私

た
ち
の
日
常
生
活
に
密
橢
し

て
い
る
「
都
政
」
と
、
私
た

ち
の
庄
ん
で
い
る
「
惠
示
」

に
直
接
か
か
わ
る
選
挙
で

す
。く

わ
し
く
は
、
別
途
「
あ

だ
ち
広
報
」選
挙
特
集
号
(
6

月
下
旬
発
行
予
定
)
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。
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6 月 1 日

オ
ー
プ
ン

保
塚
セ
ン
タ
ー住区セ ン

タ
ー
社

会教
育 館

図 書 館

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
鴫
報
の
提
供
、
教
養

文
化
の
向
上
、
健
康
体
力
の
喞
進
な
ど
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
で
き

る
ぷ
つ
。
各
地
区
に
施
般
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
6
月
1
日

に
は
保
檬
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、

住
区
セ
ン
タ
ー
、
社
会
教
育
館
、
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
塚
住
区
セ
ン
タ
ー

地
城
社
会
に
お
け
る
住
民
相
互

の
連
帯
と
、
人
間
性
豊
か
な
心
の

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
、
わ
が
ま
ち
づ

く
り
の
施
黔
と
し
て
建
設
さ
れ
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
な
た

で
も
利
用
で
灣
ま
す

。

ま
た
、
こ
の
施
設
は
、
地
域
住

民
の
組
織
に
よ
る
自
主
管
理
方
式

で
一

営
さ
れ
求
す
。

I
施
設
内
容
～

□
集
会
施
設
(
会
議
室
)

定
貝
は
、3
0
1和
名
で
、
講
習

会
、
話
し
合
い
な
ど
の
会
合
に
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
料
理
教
室

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
児
童
館
、
老
人
館
の
休

館
日
と
夜
問
は
、
全
館
を
住
区
集

会
施
設
と
し
て
、
多
目
的
に
団
体

が
利
用
す
る
こ
と
が
で
さ
ま
す
。

利
用
時
間
帯
　
午
前
、
午
後
、
夜

閧
の
I
区
分
で
、
連
続
利
用
も

で
羣
孑

休
館
日
　
毎
月
第
3
日
曜
日
の
翌

日
の
月
曜
日
(
清
掃
休
館
日
)

お
よ
び
年
末
年
始
(
1
2月
2
9日

I
I

月
3
日
)

申
込
方
法
　
利
用
日
の
1
ヵ
月
前

か
ら
住
区
セ
ン
タ
ー
の
受
付
で

申
し
込
み
で
孝
豕
す
(
電
話
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
)

□
児
童
館

広
場
、
図
一

室
、
工
作
裏

学

童
保
育
謇
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

用
途
に
応
じ
た
設
備
が
整
っ
て
い

ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
9
時
I
午
後
5

時
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
3

日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
、
お
よ

び
年
末
年
始
、国
民
の
匐
ぼ
(
こ

ど
も
の
日
は
開
館
)

□
老
人
館

大
広
間
や
娯
桑
室
に
、
レ
コ
ー

ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
囲
碁
、
将
棋
、

オ
セ
ロ
が
あ
る
ほ
か

、
ヘ
ル
ス
ト

ロ
ン
、
バ
ン
パ
ー
な
ど
お
年
寄
り

の
方
が
。
く
つ
ろ
ぎ
楽
し
め
る
設

備
が
整
え
て
あ
り
零
す
。

開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5

時
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
3

日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
、
お
よ

び
年
末
年
始
、国
民
の
押
ぼ
(
歌

老
の
日
は
開
館
)

◎
利
用
方
法
、
運
営
に
つ
い
て
の

問
い
合
せ
は
、
保
塚
住
区
セ
ン
タ

ー

・
‘
8
5
8
1
8
7
6

A
住
区
施
般
推
進
担
当
v

保
塚
社
会
教
育
館

地
城
の
方
々
の
又
化
・
芸
術
の

発
展
、
健
康
体
力
つ
く
り
な
ど
橸

祉
の
向
上
の
た
め
の
施
設
で
す
。

団
体
に
よ
る
成
人
教
育
、
青
少

年
教
育
や
各
種
会
合
、
講
演
会
、
`

£
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
る
各
種

事
業
等
、
地
域
に
密
着
し
た
ふ
れ

あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
内
容
・
使
用
料
・
使
用
時
間
　

左
表
参
照

利
用
開
始
　
6
月
1
日

団
体
登
録
　
区
民
の
自
主
的
な
組

纖
で
運
営
さ
れ
て
い
る
団
体

で
、
社
会
教
育
活
動
に
利
用
す

る
と
き
は
、
会
則
、
名
簿
、
会

計
報
告
な
ど
を
添
え
て
団
体
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い

※
団
体
登
録
　
施
設
利
用
(
6
、
7

月
)
の
申
し
込
み
は
、
5
月
2
2

日
よ
り
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
保
秡
社
会
教
育

館
`
縊
L
5
0
2
へ
。

保
塚
図
書

館絵
本
、
児
童
図
書
、
一
般
図
書

約
2
万
1
千
冊
の
図
書
が
あ
り
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
保
獵
図
S
館

□
M
1
5
5
3
へ
。

保塚センター案内図 所 在地

保塚町7- 16

オープンに向けて整備が進む
保塚センター

荒

川河川敷
に

見ど
こ ろが

ま
た ひとつ

散歩みち

区
内
最
大
の
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
る
荒
川
河
川
敷
に
、
足

立
区
の
紋
章
を
か
た
ど
っ
た
ピ

ツ
グ
花
壇
が
登
場
。
今
月

上
旬
に
は
、
緑
地
(
芝
)
に

ピ
ン
ク
(
シ
バ
桜
)
の
図
柄

を
見
事
に
描
灸
稾
し
た
。

こ
れ
は
、
河
川
取
の
緑

旭
を
咽
や
そ
う
と
い
う
'
』

と
で
、
江
北
槍
両
岸
の
下

流
河
川
敷
に
6
0
m
x
5
0
m

、
3
千
㎡
に
な
る
区
内

最
大
の
花
欖
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
仮
柵
が

ほ
ど
こ
し
て

あ
り
ま
す

が
、
7
月
末
に
は
花
壇
の

周
囲
は
、
自
由
広
場
と
し

て
一
般
開
放
し
ま
す
。

今
、
荒
川
河
川
敷
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
各
種
ス
ポ

ー
ツ
に
汗
す
弔

人
を
は
じ

め
、
櫨
物
・
鳥
頬
な
ど
の

自
然
観
察
の
場
と
し
て
人

気
を
集
め
て
い
ま
す

。

み
な
さ
ん
も
家
族
そ
ろ

っ
て
ぷ
ら
ひ
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
!

社会教育館施設内容

使用料・使用時間

交通事故に

あわれた方に

お
子
さ
ん
や
お
年
寄
り
に

交
通
災
害
見

舞
金
を

支
給
し
ま
す

区
で
は
、
区
内
に
住
所
の
あ
る

方
(
た
だ
し
、
4
歳
以
上
中
学
生

ま
で
と
、
7
0歳
以
上
の
お
年
寄
り

に
限
る
)
が
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
場
合
。
見
舞
金
ま
た
は
弔
慰
金

の
支
給
を
行
う
足
立
区
交
通
災
害

見
舞
金
制
度
を
殿
け
て
い
ま
す
。

叺
の
手
続
き
に
よ
り
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
交
通
災
害

自
動

車
。
電
車
な
ど
鷽
は
じ
め
、
航

空
機
、
船
舶
な
ど
の
交
通
機
関

に
よ
る
人
身
事
故
。
外
国
で
の

交
通
亊
細石
含
み
ま
す

請
求
で
き
る
方

負
傷
の
場
合
は

本
人
、
死
亡
の
場
合
は
遺
族
の

方
。
た
だ
し
4

歳
か
ら
中
学
生

ま
で
は
親
権
者
と
な
り
ま
す

請
求
期
間
　
事
故
に
あ
わ
れ
た
日

か
ら
2
年
以
内

請
求
に
必
要
な
も
の
　
▽
自
励
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す

る
交
通
事
故
証
明
書

▽
医
師

の
交
付
す
る
診
断
書
'
m
i

は

死
体
検
案
書

▽
住
民
票
の
写

し

▽
代
理
人
が
請
求
す
る
場

合
は
委
任
状

▽
死
亡
の
場
合

は
、
交
通
災
害
者
と
請
求
者
と

の
関
係
を
証
明
す
る
戸
籍
謄
本

支
給
金
額

傷
害
の
程
度
に
よ

り
、
1
-
9

等
級
に
分
か
れ
、

見
舞
金
も
1
～
1
0
0万
円
と
な
っ

て
い
ま
す

請
求
・
問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係

賃
し
付
け
ま
す

交
通
事
故救

済

資

金

区
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
当

匣
の
n
用
に
お
困
り
の
方
に
、
資

金
の
賃
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

申
込
資
格
　
▽
交
通
事
故
に
よ
り

当
座
の
費
用
の
調
達
が
困
難
な

被
害
者
ま
た
は
、
被
害
者
に
対

す
る
賠
償
金
の
支
払
い
が
困
難

な
加
害
者
で
あ
る
こ
と

▽
引

き
続
き
l
力
月
以
上
区
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と

▽
貸
し
付

け
を
受
け
た
資
金
の
償
還
が
磴

実
な
こ
と

▽
区
民
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と

▽
確
実
な
連

帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と

申
込
み
に
必
要
な
も
の

申
込
人

と
保
証
人
の
住
禺
票
、
納
税
証

明
魯
、
印
鑑
証
明
S
、
印
鑑
(

申
込
人
の
み
)

貸
付
金
額
　
一
件
に
つ
き
2
0万
円

以
内

償
還
方
法
　
m
一
回
以
内
の
均
等
月

賦
償
還

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係

ご
家
族
で
の
加
入
を

特
別
区

交
通
災
害

共

済

特
別
区
(
東
京
2
3
区
)
で
は
、

区
の
見
舞
金
と
は
別
に
、
-
交
通
災

害
共
済
制
度
と
い
う
見
舞
金
支
給

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の

制
慶
は
年
齢
制
限
が
な
く
、
い
つ

で
も
加
入
で
`
菫
す
の
で
、
ご
家

族
全
員
で
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま

す
。

▽
掛
金
・・・
年
間
、
1

囗
渦
円
で
2

口
ま
で

▽
見
舞
金
・・・・ヶ

ガ
の
程
度
に
応

じ
、
1
口
に
つ
き
1
万
円
か
ら

図
万
円
ま
で

▽
奨
励
金
(
報
奨
金
)
…
町
会
、

自
治
会
等
で
の
団
体
加
入
に
つ

い
て
は
、奨
励
金
制
度
が
あ
り
、

特
別
区

、
足
立
区
よ
り
次
の
よ

う
な
基
牽
で
支
給
さ
れ
ま
す

◎
特
別
区
↓
I

口
に
つ
き
2
5円

(
1
0口
以
上
)
◎
足
立
区
↓
―

口
に
つ
き
1
5円
(
5
0
口
以
上
)

▽
そ
の
他
・・・
個
人
加
入
に
つ
い
て

は
都
内
の
銀
行
、
信
用
金
噌
、

信
用
組
合
、
農
協
等
(
除
く
郵

便
局
)
の
金
融
機
関
で
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利
用

く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
交
通
災
魯
共
済
窓
口

国
民
年
金
だ
よ
り

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
専
門
官
が
采
所
し
、

賢
問
、
相
談
等
を
お
受
け
し
ま

す
。

日
時
　
6
月
5
日
(
水
)
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所
　
区
役
所
冫
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
適
用
係

お
す
み
で
す
か

現

況

届

阻
害
・
母
子
・
遺
児
・
雰
婦

年
金
を
受
給
し
て
い
る
力
は
、

毎
年
5
月
に
現
況
届
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

6
月
支
払
分
以
後
の
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
禾
提
出

の
方
は
至
急
届
け
出
て
く
だ
さ

Q問
合
せ
先
　
給
付
係

国
民
年
金
加
入
者

・
受
給
者
に

融
資
制
度

□
住
宅
資
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
1

年
以
上
納
付
し
て
い
る

方
が
、
住
宅
を
新
築
・
購
入
す

る
場
島
、
住
宅
金
融
公
皿
の
資

金
と
あ
わ
せ
て
、
殿
資
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
住
宅
金
融
公

嗜
東
京
セ
ン
タ
ー
住
宅
相
談
室

□
8
1
2
1
1
1
1
へ
。

□
教
育
・
医
療
な
ど
の
資
金

国
民
年
金
の
老
齢
・
障
害
・

母
子
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

方
(
福
祉
年
金
は
除
く
)
が
、

教
育
・
医
療
な
ど
に
多
大
な
賢

用
を
必
嬰
と
す
る
場
合
に
、
そ

の
年
金
を
担
保
に
、
資
金
を
借

り
る
こ
と
が
で
煮
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
年
金
福
祉
亊

集
団
代
理
店
の
表
示
が
あ
る
金

融
機
関
へ
。

私
道
防
犯
灯
設
置
に

助
成
金
が
出
ま
す

要
綱
改
正
に
よ
り
'
a

路

幅
貝
が
1
8む
以
上
の
私
最
上

に
設
置
す
る
防
犯
灯
に
対

し
、
欅
凖
工
事
費
の
8
創
相

当
額
の
助
成
金
が
出
ま
す
。

設
置
計
図
の
あ
る
町
会
・

自
治
会
は
、
早
め
に
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
第
二
庁
舎
街
略

照
明
係

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

空
地
の
草
刈
り
に
ご
協
力
を

梅
雨
ど
き
を
ひ
か
え
、
あ

き
地
の
雑
草
が
、
目
立
つ
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
雑
草
を

放
置
す
る
と
、
近
所
の
方
々

の
迷
惑
に
な
る
と
と
も
に
。

非
行
の
場
や
、
ゴ
ミ
の
捨
て

場
に
も
な
り
ま
す
。区
で
は
、

あ
き
地
の
適
正
化
に
関
す
る

条
例
(
通
称
、
草
刈
条
例
)

に
よ
り
、
碓
草
の
繁
茂
し
た

土
地
の
所
有
者
(
骨
理
者
)

に
、
雑
草
の
草
刈
り
を
お
願

い
し
、
適
正
に
管
理
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
草
刈
機
の
取
扱
い

や
、
自
分
で
刈
取
ひ
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
l
㎡
当

り
5
9円
で
、
区
に
委
託
す
る

方
法
も
あ
ひ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
地
域
に
お
住
い
の

方
に
は
、
3
年
以
内
に
水
洗

化
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
左
表
の

と
お
り

供
用
開
始
年
月
日
　
昭
和
6
0

年
4
月
3
日

問
合
せ
先
　
下
水
適
局
小
菅

支
所

　
6
0
2
a
2
2、

吏
ほ
区
役
所
下
水
道
課

8
8
9
6
!
l
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保
健
衛
生
あ
ん
な
い

保
健
所
・
保
健
相
談
所
の
S
話
番
号
は
、
下
記
「
電
晒

番
号
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康診査で
年にー度の
健康管理を!

巡
回
健
康
診
査

成
人
病
予
防
に
は
、
食
生
活
や

日
常
牛
居
に
気
を
つ
け
る
な
ど
同

気
の
原
因
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
二
欠
予
防
と
し
て

定
期
的
に
検
診
を
う
け
て
、
鍔
気

奮
早
期
に
発
輒
し
、
適
切
な
指
導

を
う
け
る
こ
と
が
必
脣
で
す
。

日
程
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り
　

6
月
～
1
0
月
に
か
け
て
4
8
会
場

※
9
月
以
降
の
日
程
は
。
別
途
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
午
後
1
時
4
5
分
～
2

時
4
5分

対
象
　
主
婦
、
自
営
集
の
方
、
商

店
で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で
、

ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
磯
会
の

な
い
3
0
歳
以
上
の
区
民
(
た
だ

し
、
結
核
検
診
は
1
6
歳
以
上
)

検
査
内
容
　
▽
結
核
検
診
(
X

線

間
接
撮
彫
)

▽
循
環
器
検
診

(血
圧
測
呎

尿
検
査
等
)
　

▽
歯
科
検
診
(
う
歯
、
歯
石
等
)

費
用
　
1
0
0円

《
ご
注
意
》
▽
X
線
撮
影
を
行

い
ま
す
の
で
、
金
具
類
の
つ
い

て
い
な
い
下
着
を
魯
用
し
て
く

だ
さ
い
▽
貴
璽
品
等
の
お
預

か
り
は
で
き
ま
せ
ん
▽
会
場

に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
自
動
車
、
バ
イ
ク
等
は
ご
遠

曝
く
だ
さ
い
▽
上
ば
き
を
痔

参
し
て
く
だ
さ
い
▽
健
康
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
`
」
持

参
く
だ
さ
い

※
な
お
、
検
査
の
結
果
詞
気
の
疑

い
が
あ
る
万
は
、
唆
日
哨
罌
検
査

(
費
用
海
円
)

も
行
な
い
ま
す
。

(
た
だ
し

、
一
般
、
精
密
と
も
生

活
保
護
世
帯
。
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
費
用
免
除
)

問
合
せ
先
　

保
健
予
防
係
、
足
立

保
健
所
、
千
庄
保
健
所

訪
問
看
護
指
導

現
在
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
を
対
象
に
訪
問
看
護
事
業
を
行

つ
て
い
ま
す
が
、
7
月
か
ら
制
度

を
改
め
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
在
宅
で
4
0
蔵
以
上
の
寝
た

き
り
の
方
。
ま
た
は
こ
れ
に
凖

ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容
　
療
養
方
法
、
肴
腰
方

法
等
に
闃
す
る
指
導
。
諸
制
度

の
活
用
方
法
等
に
関
す
る
指
導

等
で
す

※
現
行
制
度
に
よ
ひ
訪
問
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
継
続
実
施
い
た

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健

所
、
江
北
保
健
相
談
所
、
千
住

保
健
所
、
東
和
保
健
相
談
所
、

中
央
本
町
保
健
相
談
所

訪
問
看
護
指
導
員

募
集
(
登
録
制
)

□
保
健
婦
、
看
護
婦

勤
務
内
容
　
4
0
歳
以
上
の
猥
た
き

り
の
方
の
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、
療
養
・
肴
覆
方
法
等
の
保

健
指
導

週
2
日
程
廣
随
時
勤

務
応
募
資
格
　
保
健
婦
助
産
婦
矜
護

婦
法
に
よ
る
免
許
を
お
持
ち
の

健
康
な
万

勤
務
先
　
保
健
所
、
保
健
相
鮫
所

申
込
方
法

履
歴
書
(写
真
添
付
)
　

免
許
証
写
し
を
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
6
月
1
5日

※
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
串
前
研

修
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
計
画
係

6
月
の
献
血
予
定

▽
1
日
(
土
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▽
5
日
(
水
)
・・・
青
木
信
用
金
應

足
立
支
店
(
一
ッ
家
2
-
1
0
)

▽
6
日
(
木
)
・
:本
木
小
学
校

▽
1
0日
(
月
)
・・・
北
千
庄
駅
西
口

▽
1
2日
(
水
)
・・・
西
新
井
駅
西
口

▽
1
6日
(
日
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▽
2
0日
(
木
)
・
:竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
1日
i
)

・・・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
綾
瀬
店

▽
2
2日
(
土
)
・・・
西
新
井
駅
東
口

▽
2
3日
(
日
)
・・・
汀
北
―
丁
目
団

地
集
会
場
(
江
北
―
丁
目
)

▽
a
日
(

月
)
・・・
北
干
住
駅
西
口

▽
%
一
日
(
水
)
・
:
蒻
本
小
学
校

▽
2
9日
(
土
)
…
北
千
庄
駅
西
口

▽
3
0日
(
日
)
ミ
舎
人
小
学
校

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～
午
後
3
時
3
0分
(
昼
食
休
憩
時

間
岑
薩
く
)

北
千
住
駅
西
口
は
、

交
番
の
隣
り
で
す
。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
・
葛
飾

忝
十
宇
血
液
セ
ン
タ
ー
一
　
6
9
3
　
5
7
0

圭

巡回健康診査実施会場

該
当
者
は
申
請
を

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

区
内
に
住
所
か
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
手
当
を
受
け
る

場
合
は
、
あ
な
た
自
身
で
甲
誚

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
限
り
、こ

の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
満
(

中
度
以
上

の
障
害
を
何

す
る
児
瘟
は

匐
歳
未
満
)
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
状
懸
に
あ
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
毋
等

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
観
が

死
亡

▽
父
観
が
生
死
不
明

▽
父
観
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
観
が
法
令
に
よ

り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
観
が
い
な
い
(
母
観
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で

、
父
親
か
ら
麗
知
さ
れ
て

い
な
い
)

▽
父
観
が
重
度
の
障

害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1

、2

級
程
度
が
該
当
)

支
給
制
限
所
縟
が
制
限
額

(
表
)
以
上
の
方
、父
ま
た
は

毋
の
死
亡
等
に
よ
る
公
的
年
金

(
遺
族
、
母
了
年
金
等
)
を
受

給
し
て
い
る
方
、
お
よ
ぴ
児
靦

が
施
設
に
入
所
の
場
自
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
　
V
児
童
一
人
・
;
3

万
2
千
沺
円

▽
二
人
・
:
3
万
7

千
沺
円
▽
三
人
・・・
以
上
は
一

人
に
つ
き
2
千
円
を
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0蔵
禾
満
で
、
心
身
に
重
度

お
よ
び
中
度
の
障
害
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
▽
精
神
薄
弱
で
、愛
の
手
帳

―
～
3
度
程
度
▽
身
体
障
害

で
身
体
障
害
者
手
帳
1
1
3
級

程
度

支
給
制
限

所
得
が

限

度

額
(

表
)
以

上
の
方
、
障
害
奎

埋
由
と
す
る

年
金
を
受
給
し
て
い
る
児
童
、

お
よ
び
児
飛
が
施
設
に
入
所
の

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
　

▽
敷
度
・・・
3
万
8

千
槇
円

▽
中
度
・・・
2
万
5
千

回
円

申
請
・
問
合
せ
先
　
児
童
手
当

係

い
ま
の
う
ち
や
っ
て
お
こ
う

ハ
エ
と
蚊
の
退
治

そ
ろ
そ
ろ
(
エ
と
蚊
が
発

生
す
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。(
エ
や
蚊
の
幼
虫
は
、

水
た
ま
り
や
ド
ブ
な
ど
に
多

く
発
生
し
ま
す
。
い
ま
の
う

ち
に
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
こ
の
4
月
か
ら

衡
生
班
が
毎
日
出
動
し
て
い

ま
す
。
主
に
不
衛
生
な
と
こ

ろ
や
下
水
道
、
溝
、
水
た
ま

り
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
膏
だ

回
し
繋
剤
散
布
を
行
な
っ
て

い
ま
す
か
。
皆
さ
ん
の
ご
近

所
で
、
個
人
で
は
手
に
お
え

な
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

衛
生
班
は
9
月
末
日
ま
で
活

動
し
ま
す
。

ま
た
、
薬
剤
散
布
は
一
軒

で
行
っ
て
も
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
町
ぐ
る
み
で
行

な
う
よ
う
町
会
自
治
会
に
、5

月
下
句
に
殺
虫
剤
を
配
布

す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
防
疫
指
導
係

電話番号一覧
足 立 保 健 所　855 一一4151
千 住 保 健 所　888- 4277

中央本町保健相談所　880- 1165
東 和 保 健 相 談 所　　　606一4171
江 北 保 健 相 談 所　　　896-・4004

福
祉
事
業

入
浴
券
を

さ
し
上
げ
ま
す

老
人
入
浴
券

昭
和
6
0
¥
4
月
1
日
現
在
、7
0

歳
以
上
(
人
正
4

年
4
月
2
日
以

前
の
出
生
)
の
方
に
、
老
人
入
浴

券
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

「
老
人
入
浴
夸
交
付
申
請
倉
」

を
郵
送
し
ま
す
の
で

、
希
望
す
る

方
は
、
こ
れ
に
記
入
の
う
λ
返
送

し
て
く
だ
さ
い

。
た
だ
し

。
生
活

保
護
受
給
者
、
及
び
老
人
福
祉
手

当
受
給
考
は
除
さ
ま
す
。

支
給
枚
数
　
1
0
枚
(
区
内
浴
場
組

合
共
通
入
浴
券
)

申
請
期
限
　
6
月
1
5日

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

生
活
保
護
世
帯

入

浴

券

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、4
月

1
日
現
在
、生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
、お
よ
び
4
月
2
日

か
ら
6
月
3
0
日
ま
で
に
生
活
保
護

を
開
始
さ
れ
た
世
帯
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
6
月
3
0
日
以
降
も
引
き

続
き
保
護
が
行
わ
れ
る
阯
込
み
の

あ
る
属
宅
の
方
(
入
院
者
は
除
く
)

に
入
浴
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法
・
期
限
　
V
4
月
1
日

現
在
受
給
世
帯
に
つ
い
て
は
、

5
月
下
旬
に
申
請
用
(
ガ
キ
を

送
り
ま
す
の
で
希
望
者
は
、6

月
7
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い

▽
4
月
2
日
以
降
の
保
護
開
始

世
帯
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
i
月
下
旬
ま
で
に
申
請
用
(

ガ
キ
を
送
り
ま
す
が
、
届
か
な

い
方
で
希
望
者
は
、7
月
1
0日

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

支
給
方
法
　
「入
硲
利
用
辱
引
換

券
」
を
送
n
乖
T

の
で

、
指
定

の
期
間
に
管
轄
の
福
祉
事
務
所

で
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。
期

間
中
に
引
き
換
え
が
で
き
な
か

っ
た
方
、
お
よ
び
引
換
期
問
以

唆
に
「
引
換
券
に
の
交
付
を
受

け
た
方
は
、7
月
3
1日
ま
で
に
、

柱
会
福
祉
s
叢
余
の
窓
口
で
引

き
換
凡
て
く
だ
さ
い

。

※
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い

方
、
お
よ
び
冫
月
3
1
H
ま
で
に
引

き
換
え
な
か
っ
た
方
に
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で

、
ご
注
意
く
だ
さ
l
v

問
合
せ
先
　
足
立
区
柱
会
福
祉
啗

議
会
(
足
立
福
祉
事
務
所
内
)
　

　
Ｍ
1
5
5
0

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、

一
団
体
一
S
業
。3

ヵ
月
間
再
掲
載
は

一
で
き
ま
せ
ん
。

【
投
稿
規
程
】

サ
ー
ク
ル
燐
報
、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
'
』利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
爾
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
着
順
/

一
団
体
一
亊
槧
と
し
て
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
事
こ
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
气

団
体
名
、

費
用
(

金
額
・
便
途
)
、
電
話
連
絡
先
(

昼
)
萱
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、
発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先
　

広
報
課
(
〒
1
2
0予
住
1
1
4
-
1
8
)

～

催
し
～

☆

講

演
会

「

曾

崩

の

国

チ

ベ

。
卜

」

足

立

俳
一

の

会

主

催
6

月
2
3
日

、

午

俊
2

時
I
4

時
/

舎

人

社

会

教

育

館
/

講

師

は

俳

画

の

会

会

員

、

僑

本

光

宝

氏

他
/

定

員

圀

名
(

先

耨

順
)

無

料
/

電

話

予

約
/

▽

佐

藤

　
a
2
0
1
1

☆
足

立
子

ど
も

劇
場
　

観

子

で

生

の

舞

台

を

年
4

・
5

回

観

劇
/
6

月
2

日

…

低

学

年

向

き

「
お

も

ち

ゃ

箱
コ

ン

サ

ー

ト

」
、
6

月
3
0
日
・・
・
高

学

年

向

き

「
4

柳

常

夫

、
戸
田

義

明

ふ

れ

あ
い

コ

ン

サ

ー
ト

」/

入

余

金

潺
円

、
月

額

洳
円

(
大
人

、f

ど

も

同

額
)
/

▽

内

藤

　

朏
e

、7
3
8

☆

足

立
ウ

イ

ン

ド
ア

ン

サ

ン

プ

ル

ア

カ

デ

ミ

カ

演

奏

会

(
都

立

足

立

高

校
O
B

吹

奏

豪

団
)
6

月
9

日

、
午

後
1

時
3
0
分

開
場
/

足

立
文

化

会

館
/

「
祝

典

」
序

奏

と

フ

ァ

ン

タ

ジ

ア

他
/

無

料
/

▽

上

岡
(
序

　

鰯
3
2
9
4

1

募

集

～

☆
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　

土
に
毎
t
ｔ
・
日

曜

ふ

兄

公

剛

他
/

経

験
1

年

以
L

で

コ

ー
ト

抽

選

会

に

嶇
3

回

出
・
り
れ

る

方
/

入

会

金

千

沺

川

、4

ヵ
月
5

千

円
/

住

復
(

ガ

キ

で

申

込

ん

で

く

だ

さ

い
v

永

瀬

正

興

〒

1
2
1
東
和
4
-
9
-
1
s

ｓ☆

バ

ド

ミ

ン

ト

ン
(

フ
ラ

ワ

ー

ズ
)

毎

週

木

曜

日

、

午

後

7
時
1
9
時
/
第
8
中
学
校

/
入
会
金
千
瞋
円
、
月
額
千

円
/
▽
小
川
　
刪
s
ｓ
'
g

☆
古
典
芸
能
華
の
会
　
5
月

2
4日
か
ら
毎
月
第
4

金
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0

分
/
中
央
本
町
社
会
教
育

鰓
/
ぜ
あ
み
著「
風
姿
花
伝
」

の
解
脱
、
講
師
=
増
田
正
造

氏
(
武
蔵
野
女
子
大
教
授
)
/

月
額
千
円
(
3

ヵ
月
分
前

納
/
▽
華
の
会
事
務
所
(
富

田
)

　
8
8
2
6
1
3
1

☆
漫
画
研
究
会
(
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
)
　

会
誌
を
月
―
回

発
行
、
会
誌
に
漫
画
を
S
く

方
、
ま
た
は
読
者
(
1
6
歳
以

占

を
募
集
/
月
額
鶉
円
/

▽
平
尾
　
眤
3
5
3
2

☆
佐
野
水
彩
画
教
室
　
毎
週

水
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0分
/
佐
野
社
会
教
育

館
/
月
額
3
千
円
/
ｖ
土
田

　
S
6
4
8
6

☆
相
撲
連
盟
　
小
・
中
学

生
、
高
校
生
、
一
般
(
相
撲

経
験
の
あ
る
方
で
青
少
年
の

指
導
と
連
盟
の
活
動
に
協
力

で
き
る
方
)
/
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
/
▽
宝
田
昌
和
干
a

千
庄
柳
町
1
5
-
5

　
鰤
4
3
4
9

☆
山
野
草
を
た
づ
ね
て
散
策

会
(

自
然
と
健
康
の
会
)

秩
父
、
多
摩
、
箱
根
、
君
津

力
面
/
m
J
月
ま
で
の
征
月
第
2

月
曜
日
/
入
会
金
5
0
0円
、

当
日
迦
円
/
▽
内
山
・
粭
‘
8
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募 集
催しもの

工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
講
習
会

日
時
　
6
月
1
0
日
～
2
8
日
(
土
・

日
曜
を
除
く
1
5日
間
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

場
所
　
内
職
補
導
所

定
員
　
1
6
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
無
料
(
教
材
費
一
部
実

費
負
担
)

申
込
方
法
　
住
所
を
確
認
で
き
る

も
の
(
健
康
保
険
証
等
)
膏
痔

番
し
、
本
人
が
a
接
窓
口
へ

申
込
受
付
6

月
3
日
(

月
)
、

午
前
9
時
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所

鰤
7
3
4
6

手
芸
教
室

日
時
　
6
月
1
2
日
、午
後
1
時
～

4
時

内
容
　
木
目
込
人
形

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

定
員
　
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用
　
2
千
鷯
円

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
莇
7
1
0
1

人
形
劇
教
室

日
時
　
毎
月
第
1
・
2
・
3
火
曜

日
、午
前
1
0
時
～
正
午

場
所
　
粟
島
児
童
館

内
容
　
人
形
劇
上
演
の
た
め
の
人

形
制
作
と
上
演
の
基
礎

講
師
　
宮
崎
雅
代
氏
(
劇
団
レ
モ

ン
座
)

定
員
　
2
0名
(
先
譱
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
栗
島
児
気
館

縮
3
4
7
1

救
急
法
講
習
会

日
時
　
6
月
1
7
日
～
2
7
日
(
9
日

問
)
、
い
ず
れ
も
、
午
唆
6
時
～
8

時
4
0分

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室
・

産
業
振
興
館
(
2
6
日
・
2
7日
の

み
)

講
師
　
日
本
赤
卜
字
扛
救
急
法
指

導
師

対
象
　
満
1
6歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
動
・
在
学
の
方

定
員
　
7
0
名
(
抽
選
)

受
講
料
　
無
料
(
た
だ
し
、教
材

費
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
動
篩
先
を
記

入
の
う
λ
、
申
し
込
み
の
こ
と

申
込
期
限
　
6

月
8
日
(
当
日
消

印
有
効
)

※
な
お
、
全
日
程
を
出
席
し
て
、

学
科
お
よ
び
実
技
試
験
に
合
格
す

る
と
、
日
本
赤
十
字
社
「
救
急
貝
」

の
資
格
が
取
得
で
瘴
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒

図
千
佳
1
1
4
-
1
8
)

特
別
整
理
の
た
め
、
図
書

館
休
館
の
お
知
ら
せ

5
月
3
1
日
～
6
月
1
4
日
・
・
・

中
央
・
新
田
・
常
柬
・
花
畑

図
書
館

6
月
3
口
～
1
4日
・・・
東
和

・
舎
人
図
書
館

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
歓
迎

新

社

会

人

激
励
の

集
い

日
時
　
6
月
8
日
(
土
)
、午
前
1
0

時
～
正
午

場
所
　
産
業
振
興
館

対
象
　
今
春
、中
学
校
を
卒
業
し
、

区
内
の
会
社
や
商
店
に
就
職
し

た
方

内
容
　
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

(
映
画
こ
フ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
)

申
込
方
法
　
各
事
業
所
ご
と
に
、

電
話
で
予
約

申
込
期
限
　
5

月
2
7日

※
新
扛
会
人
の
番
加
者
に
、
当
日

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ぜ
ひ

、

ご
番
加
く
だ
さ

い申
込
・
問
合
せ

先
　
勤
労
福
祉

係高
校
生
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
6

月
1
1
2
月
の
毎
月
第
2

土
曜
日
、
午
後
2
時
I
4

時

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
学
の
高
校

生
内
容
　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
室
内

レ
ク
、
ダ
ン
ス
、
ソ
ン
グ

く
わ
し
く
は
、
青
少
年
係
へ
。

公
社
だ
よ
り

さ
っ
き
展
開
催

風
薫
る
都
市
農
業
公
園
で
「
さ

つ
き
展
」
を
閧
催
し
ま
す
。

日
時
　
5
月
2
5
～
2
9
日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時

場
所
　
都
市
農
業
公
園

問
合
せ
先
　
都
市
農
業
公
園

　

痂
1
1
1
4

ふ
れ
あ
い
教
室

英
会
話
入
門

コ

ー

ス

日
時
　
6
月
1
0日
1
1
1月
5
日
の

毎
週
月
ほ
日
(
全
2
0回
)
、

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

対
象
　
区
内
在
僅
・
在
動
で
3
0歳

以
下
の
青
年

定
員
　
3
0名
(
抽
選
)

受
講
料
　
4
千
円
(
た
だ
し
、
教

材
費
実
費
負
担
)

場
所
　
胃
年
館

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
科

目
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、
電
話
番
气

動
務
先
澂
叨

記
の
う
べ

申
し
込
み
の
こ
と

申
込
期
限
　
5
月
2
8日
(
当
日
灣

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒
1
2
3

西
新
井
―
-
4
1
1
7
　
8
9
0
　
0
0
6
1
)

卓
球
教
室

日
時
　
5
月
2
9日
～
7
月
3
1日
、

い
ず
れ
も
、午
後
6
時
3
0
分
～

午
後
8
時
3
0分

場
所
　
動
労
福
祉
会
館

対
象
　
一
般
勤
労
者

内
容
　
実
践
的
実
技
の
指
導

定
員
　
3
0名
(
先
着
順
)

費
用
　
2
千
円

講
師
　
両
沢
正
子
氏
(
元
混
合
ダ

プ
ル
ス
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
)

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
5

月
2
7日

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
会

館

　
8
4
0
2
5
2
5

女
性
の
方
へ

老
人
問
題
を

考
え
て

み
ま
せ
ん
か

日
程
・
内
容
　
表
の
と
お
り

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象
　
全
回
参
加
で
き
る
区

内
在
住
・
在
動
の
女
性

定
員
　
3
0名
(
先
譱
順
)

申
込
方
法
　
直
接
か
・
`
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ

ン
タ
ー

　
莇
7
1
0
1

区 内 に

初 め て

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
設
置

東
島
根
中
学
校
体
育
館
内

こ
の
ク
ラ
ブ
(
ウ
ス
は
、学

校
開
放
の
一
環
と
し
て
、地
域

と
学
校
が
連
携
し
、
心
豊
か
な

児
童
・
生
徒
の
育
成
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
地
域
に
開
放

す
る
も
の
で
す

。

施
設
内
容
　
冷
暖
房
完
爾
の
和
　

室
(
茶
室
付
き
)
・
洋
室
の
集

会
室
。
温
水
シ
ャ
ワ

ー
罵

更
衣
室
等

利
用
対
象
　
学
校
開
放
実
施
要

綱
に
基
づ
い
て
登

録
し
た
団
体

利
用
方
法
　
事
前
に

登
録
カ
ー
ド
を
鳧

示
し
、
学
校
長
の

許
可
を
受
け
る

利
用
開
始
　
6
月
9

日
か
ら
(
無
料
)

問
合
せ
先
　
東
島
根

中
学
校

　
8
8
4
1
　
3
3
1

クラブ ハウス内の和室▲

クラブハウ ス全景▲

第19回( 6月15日～7月13日)

足立区展作品募集

芸
術
・
文
化
を
愛
す
る
区
民
に

作
品
発
表
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
区
展
を
閲
催
し
ま
す
。

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
力

は
ど
な
た
で
も
S
募
で
き
ま
す
。

<
応
募
規
程
>

少
年
の
部
　
▽
洋
画
・
・
・
油
絵
・
水

彩
図
・
版
画
で
3
0
号
以
下
、
仮

縁
以
上
の
額
装
で
飾
り
付
け
ひ

も
付
責
1

人
1
点
、
中
学
3

年
ま
で

▽
彫
塑
・・・
作
品
材
質
は
。
特
に

制
限
な
し
、
大
き
さ
は
I
㍍
四

方
以
内
、
よ
3

点
以
内

▽
書
道
・・・
漢
字
・
か
な
で
半

切
、
仮
巻
以
上
、1
人
L

点
で

小
学
3
年
1
中
学
3
年
ま
で

一
般
の
部
　
▽
洋
画
・
・
・
油
絵
・
版

画
・
水
彩
画
5
0兮
以
下
、仮
緑
以

上
の
額
装
で
飾
り
付
け
ひ
も
付

き
、1
人
2

点
以
内
(
油
絵
の

額
装
は
ガ
ラ
ス
額
不
可
)

▽
彫
塑
・
:
少
年
の
部
と
同
じ
　

▽
書
遭
・
・
・
漢
字
・
か
な
・
近
代

爵
文
・
前
衛
・
て
ん
刻
・
刻
字

で
軸
装
、枠
張
り
、9
1
?
χ
1
8
2
?

以
内

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
て
搬
入
日
に
作
品
と
I
　

緒
に
会
梟
に
持
参

※
申
込
用
紙
・
要
項
の
配
付
珊
所

は
、
文
化
係
、
各
社
会
教
介
館
、

青
年
館
、
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
で

す
。(
6月
1
日
か
ら
)

展
覧
場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

搬
入
・
搬
出
日
時
・
展
覧
時
間

右
衷
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
文
化
係

昨
年
の
入
賞
作
品

ご推せんください

善行

青少年

皆
さ
ん
の
住
む
地
域
で
良
い
行

い
を
し
た
青
少
年
を
ご
推
せ
ん
ぐ

だ
さ
い
。
区
で
は
、
区
内
4
ラ
イ

オ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
後
援
に
よ
り

、

青
少
年
の
艮
い
行
い
を
ほ
め
た

た
え
、
青
少
年
が
自
主
性
を
発
揮

し
良
識
あ
る
社
会
人
と
な
る
よ

う
、
銀
彰
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
1
8歳
以
下
の
青
少
年
と
そ
の

グ
ル
ー
プ

行
為
基
準
　
▽
勇
気
や
観
切
を
尓

し
周
囲
&
明
る
く
す
る
行
な
い
　

▽
公
徳
心
を
高
め
る
行
な
い
　

▽
自
立
心
に
富
ん
だ
行
な
い
　

▽
誠
実
、
責
任
、
努
力
が
認
め

ら
れ
る
行
な
い

推
せ
ん
方
法
　
皆
さ
ん
の
地
域
で

該
当
す
る
青
少
年
が
い
ま
し
た

ら
、
各
青
少
年
対
策
地
区
委
貝

会
(
各
出
張
所
が
事
務
局
)
を

通
し
て
ご
推
せ
ん
ぐ
だ
さ
い

推
せ
ん
期
限
　
6
月
1
日

問
合
せ
先
　
青
少
年
対
策
相
当

児
童
遊
園
の
休
園

六
月
児
竃
避
園
は
、
都
営
住
宅

燵
替
工
事
の
た
め
、
当
分
の
間
使

用
で
瘴
汞
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
公
園
課

<
訂
正
>
5
月
5
日
号
2
面
の

住
民
税
の
み
な
し
法
人
所
得
に
伴

う
税
率
の
表
は
、
改
正
前
後
が
逆

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。

掲
示
板

☆
足
立
谷
中
郵
便
局
が
5
月
1
6

日
か
ら
開
局
し
ま
し
た

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
　
谷
中
2
-
5
-
―

6
2
8
4
1
0
0
(綾瀬
警

察
署
前
)

☆
5

月
3
0日
は
「
関
東
地
方

環
境
美
化
濔
肋
の
日
」で
す

マ
ゴ
ミ
ゼ
ロ
で

、
美
し
い

衝
づ
く
り

▽
持
ち
帰
る
つ
!
空
き
缶

を
A
東
京
都
済
掃
局
V

募

集

し

ま

す

出
張
所
窓
口
用
封
筒
の
広
告

掲
載
の
範
囲
　
▽
区
内
商
工

業
の
発
展
を
期
す
る
も
の
　

▽
公
共
性
お
よ
び
そ
の
品

位
を
そ
こ
な
う
y
』
と
の
な

い
も
の

▽
政
治
、
宗
教

活
励
、
意
見
広
告
、
個
人

宣
伝
に
か
か
わ
6
な
い
も

の

▽
公
の
秩
序
、
善
良

な
風
俗
に
反
し
な
い
も
の

広
告
の
大
き
さ
　
タ
テ
約
4

惣
χ
ヨ
コ
約
8
り
(
表
面

2
枠

裏
面
4
枠
)

広
告
料
　
表
面
・・・
2
0万
円
　

一
面
・
・
旧
万
円
(

掲
載
I
　

回
1

枠
)

作
製
数
　
約
4
0万
枚

申
込
期
限
　
5

月
3
1日

問
合
せ
先
　
住
民
記
録
係

入
居
登
録
者
募
集
(
地
元
割
当
分
)

都
営
住
宅
(
あ

き

家
)

あ
ら
か
じ
め
抽
せ
ん
で
入
居

予
定
者
を
き
め
、
あ
き
家
が
出

し
だ
い
入
居
者
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
。

対
象
　
申
込
日
現
在
、
区
内
に

居
住
し
て
い
る
方
(
単
身
者

向
は
、
3
年
以
上
居
住
の
方
)

募
集
登
録
者
数
　
▽
第
1
種
住

宅
、
一
般
世
帯
向
:
迴
尸

小
世
帯
向
・
・
4
戸

単
身
者

向
・・
3
戸

▽
第
2
種
住
宅
、
一
般
世
帯

向
:
砌
尸

単
身
者
向
:
8
　

戸
用
紙
交
付
・
受
付
期
間
　
5
月

2
5
日
～
3
1
日

用
紙
交
付
場
所
　
区
民
生
活

係
。
第
二
庁
舎
、
各
出
張
所

※
申
込
資
格
な
ど
、
く
ゎ
し
く

は
「
申
し
込
み
の
し
お
り
」
を

ご
らん
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係

夏 休 みにご 利 用 くだ さ い
湯河原・伊豆高原 あ だち荘

8
月
利
用
は

表
り
と
お
り
で

す
。申

し
込
み

は
、
I
保
餐
所
I

グ
ル
ー
プ
、(

ガ
キ
ー
枚
に

限
n
耒
T
。

な
お
、
夏
休

み
中
は
、
1
6名

以
上
の
団
体
は

申
し
込
め
ま
せ

ん
。ま

た
、
湯
河

原
「
あ
だ
ち
荘
」
は
、
6
月

利
用
分
に
四
一
冤
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

O. M　240, 000


